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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第21期

第３四半期連結
累計期間

第22期
第３四半期
累計期間

第21期
第３四半期連結
会計期間

第22期
第３四半期
会計期間

第21期
連結会計年度　

会計期間

自平成20年
７月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
７月１日
至平成22年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成22年
１月１日
至平成22年
３月31日

自平成20年
７月１日
至平成21年
６月30日

売上高 (千円) 8,355,6717,797,2102,594,4602,606,72910,758,185

経常利益 (千円) 476,304 66,520 95,997 106,330 418,803

四半期純利益又は当期純

利益
(千円) 392,637 111,988 41,682 98,172 112,352

持分法を適用した場合の

投資利益
(千円) － － － － －

資本金 (千円) － － 753,814 753,814 753,814

発行済株式総数 (株) － － 19,059 19,059 19,059

純資産額 (千円) － － 1,302,2281,133,9321,021,943

総資産額 (千円) － － 6,161,1825,522,8295,855,420

１株当たり純資産額 (円) － － 69,429.9560,457.0354,486.20

１株当たり四半期純利益

金額又は１株当たり当期

純利益金額

(円) 20,933.975,970.832,222.335,234.225,990.22

潜在株式調整後１株当た

り四半期（当期）純利益

金額

(円) － － － － －

１株当たり配当額 (円) －　 －　 － － －

自己資本比率 (％) － － 21.1 20.5 17.5

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 797,312 245,413 － － 889,442

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △99,904△237,740 － － △52,441

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △868,073△224,108 － － △745,483

現金及び現金同等物の四

半期末（期末）残高
(千円) － － 374,295 472,675 646,477

従業員数 (人) － － 179 167 178

（注）１．当社は平成22年１月１日付にて連結子会社を合併したことにより、第22期第３四半期会計期間末に連結子会社

が存在しないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。また前連結会計年度まで連結財務諸表を作成

しているため、前第３四半期累計（会計）期間及び前事業年度に代えて前第３四半期連結累計（会計）期間及

び前連結会計年度について記載しております。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社は平成22年１月１日付で連結子会社である株式会社グローバルファクトリーを

吸収合併しましたが、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当社の連結子会社であった株式会社グローバルファクトリーを平成22年１月１日付にて吸収合併しております。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年３月31日現在

従業員数（人） 167 (508)

　（注）　従業員数は就業人員であり、（　）内は、外書きでパート・アルバイト（１日８時間換算）の当第３四半期会計期

間の平均雇用人員を記載しております。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

(1）商品仕入実績

当第３四半期会計期間の事業部門別、品目別仕入実績は、次のとおりであります。

事業部門別／品目別
当第３四半期会計期間

　　　（自　平成22年１月１日
　　　　至　平成22年３月31日）

桃太郎事業　 （千円） 701,211

 新品商品 （千円） 512,524

 リサイクル品その他 （千円） 188,687

合計 （千円） 701,211

　　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第３四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期は

　　記載しておりません。

(2）販売実績

当第３四半期会計期間の事業部門別、品目別販売実績は、次のとおりであります。

事業部門別／品目別
当第３四半期会計期間

　　　（自　平成22年１月１日
　　　　至　平成22年３月31日）

自遊空間事業 （千円） 1,447,088

 直営店売上 （千円） 1,137,453

 加盟店等に対する売上 （千円） 309,634

桃太郎事業 （千円） 1,034,024

 直営店売上 （千円） 938,554

 加盟店等に対する売上 （千円） 95,469

不動産賃貸事業 （千円） 125,616

合計 （千円） 2,606,729

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

 ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 ３．当第３四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期は

　　 記載しておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業

等のリスクについての重要な変更はありません。 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　当社は、平成22年１月１日付にて連結子会社である株式会社グローバルファクトリーを吸収合併いたしましたこと　

により、当第３四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成していないため前年同期比較を行っておりません。　

(1）業績の状況

　当第３四半期会計期間におけるわが国の経済は、昨年度の世界的な金融危機による影響を受けながらも、国内経済

対策の効果及び対外経済環境の改善により、景気の後退局面は底入れしたものとの見方もされております。しかし

ながら、雇用情勢の悪化を背景とした景気の先行き不透明感からも、依然として厳しい状況が続いております。

　このような経営環境のもと、当社は平成22年１月１日付で連結子会社であった株式会社グローバルファクトリー

を吸収合併し、経営資源を集中させ全社的なコスト削減及び経営効率の向上に注力いたしました。

　以上の結果、売上高は2,606百万円、営業利益は94百万円、経常利益は106百万円、四半期純利益は98百万円となりま

した。

　事業ごとの状況は、次のとおりであります。
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＜自遊空間事業＞

　当事業につきましては、複合カフェ業界において未開拓な年齢層であるシニア層をターゲットとした割引サービ

スや、一部店舗におきましては、「明るく」「開放的」「子供からお年寄りまで」というイメージの交流スペース

として「コミュニティエリア」の新設を実施するなど、顧客年齢層の拡充に注力いたしました。

　また、当第３四半期会計期間末時点での店舗数は171店舗（直営店舗46、FC加盟店舗125）となりました。

＜桃太郎事業＞

　当事業につきましては、店舗の賃貸料金の減額交渉や、利益率の向上を目的とした中古商材の拡充に努める一方、

これまでの桃太郎の主要客層である14歳から40歳のお客様はもちろんのこと、お子様からご両親、シニアの方々全

てのお客様の笑顔が見られる店舗運営を行い、地域に愛される一番店を目指す一環として、一部店舗におきまして、

シニア割引及びパパ・ママ応援ショップへの協賛（当第３四半期会計期間末時点ではＴＶゲームショップ桃太郎

の直営店舗全てが対象店舗）を実施いたしました。

＜不動産賃貸事業＞

　当事業につきましては、不動産賃貸物件の適切な管理に注力し、計画通りの売上推移となりました。

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の総資産は、5,522百万円となり、前事業年度末と比較して726百万円増加いたしました。

流動資産につきましては、主に売掛金は増加したものの、現金及び預金が減少が減少したことによるものでありま

す。固定資産につきましては、当社の連結子会社であった株式会社グローバルファクトリーとの合併による増加で

あります。

　負債合計につきましては、4,388百万円となり、前事業年度末と比較して614百万円増加いたしました。これは主に

当社の連結子会社であった株式会社グローバルファクトリーとの合併による増加であります。

　純資産につきましては、1,133百万円となり、前事業年度末と比較して111百万円増加いたしました。これは、利益剰

余金が増加したことによるものであります。

　以上の結果、自己資本比率は20.5％となりました。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期会計期間末より

261百万円減少し、427百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は92百万円となりました。主なプラス要因は、減価償却費94百万円及び税引前四半期

純利益107百万円等であり、主なマイナス要因は、仕入債務の減少額208百万円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は129百万円となりました。これは主に、敷金の回収による収入2百万円等により資金

が増加した一方、定期預金の預入による支出79百万円及び有形固定資産の取得による支出48百万円等により資金が

減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は134百万円となりました。これは主に、短期借入金50百万円及び長期借入金84百万

円等が減少したことによるものであります。

(4）事実上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、株式会社グローバルファクトリーを合併したことにより、同社の不動産賃貸事業

の設備が新たに当社の主要な設備となりました。その設備の状況の主なものは、次のとおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容
帳簿価額(千円)

従業員数
(人)建物

土地
(面積千㎡)

その他 合計

賃貸用不動産

（北海道旭川市）
不動産賃貸事業 35,102

146,276

（989.9）
－ 181,379 －

賃貸用不動産

（群馬県高崎市）
不動産賃貸事業 36,798

111,813

（1,389.0）
307148,918 －

賃貸用不動産

（青森県八戸市）
不動産賃貸事業 40,161

94,230

（1,225.6）
－ 134,392 －

賃貸用不動産

（山形県米沢市）
不動産賃貸事業 24,267

67,667

（1,368.2）
－ 91,934 －

賃貸用不動産

（山梨県南アルプス市）
不動産賃貸事業 6,667

27,616

（391.0）
－ 34,283 －

　　　　（注）帳簿価額のうち「その他」は、工具、器具及び備品であります。　

　　　　　　　なお、金額には消費税等は含まれておりません。　

　

(2）設備の新設、除却等の計画　

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末において実施中又は計画中であった重要な設備の新設及び

除却等の計画について、重要な変更はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,600

計 63,600

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年５月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 19,059 19,059
大阪証券取引所

(ＪＡＳＤＡＱ市場)　

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 19,059 19,059 － －

　（注）　当第３四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、ジャスダック証券取引所であります。なお、ジャス

　　　　　ダック証券取引所は、平成22年４月１日付けで大阪証券取引所と合併しておりますので、同日以降の上場金

　　　　　融商品取引所は、大阪証券取引所であります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年１月１日～

平成22年３月31日  　

　

－ 19,059 － 753,814 － 792,059

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式    　303

完全議決権株式（その他） 普通株式 　18,756 18,756 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 19,059 － －

総株主の議決権 － 18,756 －

　

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

(自己保有株式)

　株式会社ランシステム

埼玉県狭山市狭山台

４丁目27番地の38
303 － 303 1.59

計 － 303 － 303 1.59
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
７月

８月 ９月 10月 11月 12月
平成22年
１月

２月 ３月

最高（円） 54,00055,50045,20043,05040,30041,80042,90040,00044,000

最低（円） 44,15042,50041,35039,60035,00035,50038,05037,00039,500

　（注）１．最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

２．なお、ジャスダック証券取引所は平成22年４月１日付けで大阪証券取引所と合併しておりますので、

　　同日以降の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所であります。

　

３【役員の状況】
   前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　

(3）前第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日）及び前第３四半期連結累計期間（平成

20年７月１日から平成21年３月31日）は四半期連結財務諸表を作成しているため、前第３四半期会計期間（平成21

年１月１日から平成21年３月31日）及び前第３四半期累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日）に係

る四半期損益計算書並びに前第３四半期累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日）に係る四半期

キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３月31日）及び

前第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結損益計算書並びに

前第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日）に係る四半期連結キャッシュ・フロー計

算書を記載しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22年３月31日まで）及び当第３四半期累

計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表について、アスカ監査法人による四半

期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　当社は当第３四半期会計期間に連結子会社でありました株式会社グローバルファクトリーを吸収合併し、連結子会

社が存在しなくなったため、当第３四半期会計期間より連結財務諸表は作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※1
 943,955

※1
 1,153,041

受取手形及び売掛金 204,445 155,169

商品及び製品 426,723 422,719

原材料及び貯蔵品 123,995 138,745

その他 187,655 176,724

貸倒引当金 △1,391 △1,057

流動資産合計 1,885,385 2,045,342

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 869,241

※1
 694,316

車両運搬具（純額） 221 398

工具、器具及び備品（純額） 330,543 362,247

土地 ※1
 1,097,705

※1
 219,335

建設仮勘定 563 563

有形固定資産合計 ※2
 2,298,275

※2
 1,276,861

無形固定資産

のれん 56,248 29,618

その他 51,549 22,295

無形固定資産合計 107,798 51,913

投資その他の資産

敷金 831,249 782,712

その他 433,986 715,351

貸倒引当金 △33,865 △75,608

投資その他の資産合計 1,231,370 1,422,455

固定資産合計 3,637,444 2,751,231

資産合計 5,522,829 4,796,573
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成22年３月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 283,542 238,979

短期借入金 862,500 991,669

1年内返済予定の長期借入金 726,870 497,755

1年内償還予定の社債 66,800 500,000

未払法人税等 30,690 44,032

引当金 53,900 248,917

その他 348,599 405,547

流動負債合計 2,372,903 2,926,900

固定負債

社債 233,200 －

長期借入金 1,516,634 704,758

その他 266,160 142,971

固定負債合計 2,015,994 847,729

負債合計 4,388,897 3,774,630

純資産の部

株主資本

資本金 753,814 753,814

資本剰余金 792,059 792,059

利益剰余金 △387,972 △499,961

自己株式 △23,969 △23,969

株主資本合計 1,133,932 1,021,943

純資産合計 1,133,932 1,021,943

負債純資産合計 5,522,829 4,796,573
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（２）【四半期損益計算書】
【前第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 8,355,671

売上原価 6,476,567

売上総利益 1,879,103

販売費及び一般管理費 ※1
 1,460,778

営業利益 418,325

営業外収益

受取利息 5,174

賃貸用固定資産収入 10,324

販売手数料収入 100,132

その他 15,637

営業外収益合計 131,268

営業外費用

支払利息 63,044

賃貸用固定資産原価 7,980

その他 2,263

営業外費用合計 73,288

経常利益 476,304

特別利益

固定資産売却益 63,747

敷金返還益 6,562

役員退職慰労金返還益 35,100

過年度仕入割戻 34,067

その他 16,204

特別利益合計 155,681

特別損失

前期損益修正損 ※2
 13,345

固定資産売却損 2,891

固定資産除却損 13,217

店舗閉鎖損失 8,134

たな卸資産評価損 64,765

本社移転費用 3,980

特別損失合計 106,334

税金等調整前四半期純利益 525,651

法人税、住民税及び事業税 123,698

法人税等追徴税額 9,315

法人税等合計 133,014

四半期純利益 392,637
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【当第３四半期累計期間】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 7,797,210

売上原価 6,341,029

売上総利益 1,456,181

販売費及び一般管理費 ※1
 1,436,297

営業利益 19,883

営業外収益

受取利息 4,085

賃貸用固定資産収入 3,900

販売手数料収入 96,552

その他 1,462

営業外収益合計 106,000

営業外費用

支払利息 44,831

賃貸用固定資産原価 2,926

貸倒引当金繰入額 6,666

その他 4,939

営業外費用合計 59,363

経常利益 66,520

特別利益

固定資産売却益 41,133

貸倒引当金戻入額 8,798

債務保証損失引当金戻入額 41,209

その他 10,160

特別利益合計 101,302

特別損失

固定資産売却損 13,512

固定資産除却損 5,484

店舗閉鎖損失 723

減損損失 9,170

その他 323

特別損失合計 29,215

税引前四半期純利益 138,607

法人税、住民税及び事業税 26,617

法人税等追徴税額 1

法人税等合計 26,618

四半期純利益 111,988
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【前第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 2,594,460

売上原価 2,049,526

売上総利益 544,934

販売費及び一般管理費 ※1
 462,351

営業利益 82,583

営業外収益

受取利息 1,884

賃貸用固定資産収入 2,190

販売手数料収入 31,736

その他 393

営業外収益合計 36,204

営業外費用

支払利息 20,007

賃貸用固定資産原価 1,495

その他 1,287

営業外費用合計 22,790

経常利益 95,997

特別利益

固定資産売却益 616

その他 66

特別利益合計 682

特別損失

前期損益修正損 ※2
 13,345

固定資産売却損 126

固定資産除却損 4,092

特別損失合計 17,564

税金等調整前四半期純利益 79,115

法人税、住民税及び事業税 36,690

法人税等追徴税額 742

法人税等合計 37,433

四半期純利益 41,682
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【当第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成22年１月１日
　至　平成22年３月31日)

売上高 2,606,729

売上原価 2,064,530

売上総利益 542,198

販売費及び一般管理費 ※1
 447,277

営業利益 94,920

営業外収益

受取利息 1,141

販売手数料収入 34,082

その他 190

営業外収益合計 35,414

営業外費用

支払利息 16,648

貸倒引当金繰入額 6,666

その他 689

営業外費用合計 24,005

経常利益 106,330

特別利益

固定資産売却益 446

貸倒引当金戻入額 3,581

その他 85

特別利益合計 4,113

特別損失

固定資産売却損 255

固定資産除却損 2,954

特別損失合計 3,209

税引前四半期純利益 107,233

法人税、住民税及び事業税 9,060

法人税等合計 9,060

四半期純利益 98,172

EDINET提出書類

株式会社ランシステム(E03434)

四半期報告書

16/33



（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
【前第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 525,651

減価償却費 421,534

のれん償却額 15,535

賞与引当金の増減額（△は減少） 36,600

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,884

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △149,365

長期貸付金等の地代家賃相殺額 20,152

受取利息及び受取配当金 △5,174

支払利息 63,044

固定資産売却損益（△は益） △60,855

固定資産除却損 13,217

店舗閉鎖損失 8,134

売上債権の増減額（△は増加） 26,921

たな卸資産の増減額（△は増加） 45,986

仕入債務の増減額（△は減少） △110,386

その他 12,328

小計 872,210

利息及び配当金の受取額 1,880

利息の支払額 △65,541

法人税等の支払額 △11,340

法人税等の還付額 102

営業活動によるキャッシュ・フロー 797,312

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △235,626

有形固定資産の取得による支出 △231,804

有形固定資産の売却による収入 284,962

無形固定資産の取得による支出 △200

貸付金の回収による収入 20,916

敷金の差入による支出 △785

敷金の回収による収入 38,573

店舗賃借仮勘定の増加による支出 △5,812

長期預り金の受入による収入 50,260

長期預り金の返還による支出 △20,000

その他 △387

投資活動によるキャッシュ・フロー △99,904

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,500,000

短期借入金の返済による支出 △1,213,332

長期借入れによる収入 100,000

長期借入金の返済による支出 △1,053,885

社債の償還による支出 △200,000

配当金の支払額 △856

財務活動によるキャッシュ・フロー △868,073

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,665

現金及び現金同等物の期首残高 544,960

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 374,295
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【当第３四半期累計期間】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 138,607

減価償却費 252,874

減損損失 9,170

のれん償却額 17,033

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,500

貸倒引当金の増減額（△は減少） △41,409

店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △34,062

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） △41,209

長期貸付金等の地代家賃相殺額 19,536

受取利息及び受取配当金 △4,085

支払利息 44,831

固定資産売却損益（△は益） △27,620

固定資産除却損 5,484

店舗閉鎖損失 723

売上債権の増減額（△は増加） △49,276

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,745

仕入債務の増減額（△は減少） 44,563

その他 △52,061

小計 328,345

利息及び配当金の受取額 1,334

利息の支払額 △49,727

法人税等の支払額 △34,925

法人税等の還付額 387

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,413

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 4,000

有形固定資産の取得による支出 △194,727

有形固定資産の売却による収入 49,599

無形固定資産の取得による支出 △49,058

貸付けによる支出 △60,000

敷金の差入による支出 △36,259

敷金の回収による収入 50,735

長期預り金の受入による収入 1,850

長期預り金の返還による支出 △3,000

その他 △880

投資活動によるキャッシュ・フロー △237,740

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 1,900,000

短期借入金の返済による支出 △2,029,169

長期借入れによる収入 635,000

長期借入金の返済による支出 △529,454

社債の発行による収入 300,000

社債の償還による支出 △500,000

配当金の支払額 △485

財務活動によるキャッシュ・フロー △224,108

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △216,434

現金及び現金同等物の期首残高 632,774

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 11,335

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 427,675
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【継続企業の前提に関する注記】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　該当事項はありません。　

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方

法

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい

変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積

高を算定しております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及

び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前事業年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によって

おります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税、

住民税及び事業税に含めて表示しております。

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

　当第３四半期会計期間から、賃貸用不動産として保有していた物件（建物：48,698千円　土地：161,902千円）について

は、連結子会社であった株式会社グローバルファクトリーとの合併に伴う事業方針の変更に伴い、投資その他の資産の

「賃貸用固定資産」から有形固定資産の「建物及び構築物」及び「土地」へ振り替えております。　これにより、当第３

四半期会計期間から、従来営業外収益及び営業外費用に計上していた賃貸用固定資産収入及び賃貸用固定資産原価は、売

上及び売上原価に変更しております。

　これに伴い、当第３四半期累計期間の売上高は1,080千円、売上原価は1,458千円増加し、売上総利益及び営業利益はそれ

ぞれ378千円減少しております。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

　

※１　担保資産 

　　担保に供されている資産で、事業の運営において重要

なものであり、かつ、前事業年度末日に比べて著しい変

動が認められるものは、次のとおりであります。

　　なお、前事業年度末からの主な変動要因は当社の子会

社であった株式会社グローバルファクトリーを吸収合

併したことによるものであります。

　担保に供している資産　

現金及び預金 450,279千円

建物　 275,965 

土地 947,592 

賃貸用固定資産　 － 

計 1,673,837 

　２　有形固定資産の減価償却累計額は、2,900,157千円であ

ります。

　

　

　
前事業年度末

（平成21年６月30日）
　

※１　担保資産

　　担保に供されている資産は、次のとおりであります。

　担保に供している資産　

現金及び預金 490,267千円

建物　 80,538 

土地　 219,335 

賃貸用固定資産　 210,630 

計 1,000,772 

　２　有形固定資産の減価償却累計額は、3,096,604千円であ

ります。
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（四半期損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 527,445千円

退職給付費用　 15,525 

賞与引当金繰入額　 36,600 

地代家賃 199,640 

貸倒引当金繰入額 11,534 

　

　２　前期損益修正損は、過年度敷金修正によるものであり

ます。

　

　
当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 515,078千円

賞与引当金繰入額　 34,500 

　

　
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 169,299千円

退職給付費用　 4,352 

賞与引当金繰入額　 36,600 

地代家賃 62,776 

　

　２　前期損益修正損は、過年度敷金修正によるものであり

ます。

　

　
当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

　

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与手当 164,386千円

賞与引当金繰入額　 34,500 
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成21年3月31日現在） 　

 （千円）

現金及び預金勘定 926,586

預入期間が３か月を超える定期預金 △62,000

担保提供定期預金　 △490,291

現金及び現金同等物 374,295

　

　

　
当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

　

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成22年3月31日現在） 　

 （千円）

現金及び預金勘定 943,955

預入期間が３か月を超える定期預金 △66,000

担保提供定期預金　 △450,279

現金及び現金同等物 427,675

　

　２　重要な非資金取引　

　　合併

　平成22年１月１日に合併した株式会社グローバル

ファクトリーから引き継いだ資産及び負債の主な内訳

は次のとおりであります。なお、全額出資子会社との合

併のため、資本金の増加はありません。　

　

合併により引き継いだ資産・負債　

 （千円）

流動資産（現金及び預金を除く）　 

　　　　　　　　

30,273

有形固定資産　 　　　　　　　　 897,839

無形固定資産　 　　　　　　　　 27,260

投資その他の資産　 78,065

　流動合計　 　　　　　　　　 1,033,439

流動負債　 　　　　　　　　 35,022

固定負債　 　　　　　　　　 1,105,895

　負債合計　 　　　　　　　　 1,140,917
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成22年３月31日）及び当第３四半期累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31

日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  19,059株 　

 

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 303株 　

 

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

 

　４．配当に関する事項

 (1)配当金支払額

　　　　　　該当事項はありません。

 (2)基準日が当事業年度の開始の日から当第３四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当第３四半期会計期間の末日後となるもの

　　　　　　該当事項はありません。

 

　　５．株主資本の著しい変動に関する事項　

　　　　該当事項はありません。　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

 
自遊空間事
業（千円）

桃太郎事業
（千円）

カジュアル
ウェア事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                             

(1）外部顧客に対す

る売上高
1,328,1971,167,853 － 98,4092,594,460 － 2,594,460

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

－ － － 9,660 9,660(9,660) －

計 1,328,1971,167,853 － 108,0692,604,120(9,660)2,594,460

営業利益又は営業損失

（△）
158,02913,461 － 33,003204,494(121,911)　82,583

          前第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日）

 
自遊空間事
業（千円）

桃太郎事業
（千円）

カジュアル
ウェア事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高                             

(1）外部顧客に対す

る売上高
4,085,1753,676,206319,044275,2448,355,671 － 8,355,671

(2）セグメント間の

内部売上高又は

振替高

281 － － 28,98029,261(29,261) －

計 4,085,4573,676,206319,044304,2248,384,932(29,261)8,355,671

営業利益 439,90571,974214,40799,693825,980(407,655)418,325

　

　（注）１．事業区分の方法

　　　　　　事業内容により区分しております。

２．各事業区分の事業内容

事業区分 事業内容 　

　自遊空間事業 
「スペースクリエイト自遊空間」を直営及びフランチャイ　

ズにより展開
　

　桃太郎事業 　
 テレビゲームショップ「桃太郎」を直営及びフランチャイ

ズにより展開
　

　カジュアルウェア事業 
 カジュアルウェア販売店「マルカワ」及び「コレクト」を

直営により展開
　

　不動産賃貸事業  不動産賃貸及び管理 　
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　      本邦以外の国、または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

前第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日）

　      本邦以外の国、または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

【海外売上高】

　　　前第３四半期連結会計期間（自平成21年１月１日　至平成21年３月31日）

　　　海外売上高がないため該当事項はありません。 

　　　前第３四半期連結累計期間（自平成20年７月１日　至平成21年３月31日）

　　　海外売上高がないため該当事項はありません。 

（有価証券関係）

　当第３四半期会計期間末（平成22年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（デリバティブ取引関係）

　当第３四半期会計期間末（平成22年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（ストック・オプション等関係）

　当第３四半期会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

　　　該当事項はありません。 

（企業結合等関係）

　当第３四半期会計期間（自平成22年１月１日　至平成22年３月31日）

　　　共通支配下の取引等

　　　１．結合当事企業の名称及び事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引の目的を含む取引　　　

        の概要　

　　　(1)結合当事企業の名称及び事業の内容

　　　　 合併存続会社　企業の名称：株式会社ランシステム　

　　　　　　　　　　　 事業の内容：自遊空間事業、桃太郎事業

　　　　 合併消滅会社　企業の名称：株式会社グローバルファクトリー　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 　事業の内容：不動産事業

　　　(2)企業結合の法的形式　   

　　　　 株式会社ランシステムを存続会社、株式会社グローバルファクトリーを消滅会社とする吸収合併方式

　　　(3)結合後企業の名称

　       株式会社ランシステム

　　　(4)取引の目的を含む取引の概要

　コスト削減及び経営効率の向上を実現するために、平成22年１月１日付けで株式会社ランシステムを存続会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社とする吸収合併を行いました。 

　なお、消滅会社である株式会社グローバルファクトリーは存続会社である株式会社ランシステムが直接100％　

　　　　の株式を所有する子会社であるため、合併による新株式の発行及び資本金の増加はありません。　

　

　　　２．実施した会計処理の概要

　　　　当該吸収合併は、「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会　平成15年10月31日）及び「企業結合会計基　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会　企業会計基準適用

指針第10号　平成19年　      11月15日）に基づき、共通支配下の取引として処理を行っております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成22年３月31日）

前連結会計年度末
（平成21年６月30日）

１株当たり純資産額 60,457.03円 １株当たり純資産額 54,486.20円

　

２．１株当たり四半期純利益金額

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 20,993.97円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額     　

四半期純利益（千円） 392,637 　

普通株主に帰属しない金額（千円） 　－  

普通株式に係る四半期純利益（千円） 392,637 　

期中平均株式数（株） 18,756 　

当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 5,970.83円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額     　

四半期純利益（千円） 111,988 　

普通株主に帰属しない金額（千円）  － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 111,988 　

期中平均株式数（株） 18,756 　
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 2,222.33円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額     　

四半期純利益（千円） 41,682 　

普通株主に帰属しない金額（千円） －　 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 41,682 　

期中平均株式数（株） 18,756 　

当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 5,234.22円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期会計期間
（自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額     　

四半期純利益（千円） 98,172 　

普通株主に帰属しない金額（千円） 　　－ 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 98,172 　

期中平均株式数（株） 18,756 　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。
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２【その他】

被合併会社である株式会社グローバルファクトリー（連結子会社）と平成22年３月31日で連結した場合の四半期連

結損益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及びセグメント情報は以下のとおりです。　 

（１）四半期連結損益計算書

　 当第３四半期連結累計期間

　           科目 （自　平成21年７月１日

　 　至　平成22年３月31日）

区分 金額（千円）

売上高 7,977,874

売上原価 6,453,990

売上総利益 1,523,883

販売費及び一般管理費 1,450,199

営業利益 73,683

営業外収益 　

　受取利息 3,481

　賃貸用固定資産収入 3,900

　販売手数料収入 96,552

　その他 1,534

　営業外収益合計 105,470

営業外費用 　

　支払利息 57,075

　賃貸用固定資産原価 2,926

　その他 11,605

　営業外費用合計 71,607

経常利益 107,546

特別利益 　

　固定資産売却益 41,133

　貸倒引当金戻入額 8,848

　その他 10,384

　特別利益合計 60,367

特別損失 　

　固定資産売却損 13,512

　固定資産除却損 5,484

　店舗閉鎖損失 723

　減損損失 9,170

　その他 323

　特別損失合計 29,215

税金等調整前四半期純利益 138,697

法人税、住民税及び事業税 26,707

法人税等追徴税額 1

法人税等合計 26,708

四半期純利益 111,988

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社ランシステム(E03434)

四半期報告書

28/33



（２）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

　 当第３四半期連結累計期間

　 （自　平成21年７月１日

　 　至　平成22年３月31日）

区分 金額（千円）

営業活動によるキャッシュ・フロー 　

　税金等調整前四半期純利益 138,697

　減価償却費 257,473

　減損損失 9,170

　のれん償却額 17,033

　賞与引当金の増減額（△は減少） 34,500

　貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 41,859　

　店舗閉鎖損失引当金の増減額（△は減少） △ 40,887

　長期貸付金等の地代家賃相殺額 20,528

　受取利息及び受取配当金 △ 3,481

　支払利息 57,075

　固定資産売却損益（△は益） △ 27,620

　固定資産除却損 5,484

　店舗閉鎖損失 723

　売上債権の増減額（△は増加） △ 50,160

　たな卸資産の増減額（△は増加） 10,745

　仕入債務の増減額（△は減少） 44,579

　その他 △ 53,525

　　　　小計 378,476

　利息及び配当金の受取額 731

　利息の支払額 △ 61,138

　法人税等の支払額 △ 35,470

　法人税等の還付額 387

　営業活動によるキャッシュ・フロー 282,986

投資活動によるキャッシュ・フロー 　

　定期預金の純増減額（△は増加） 4,000

　有形固定資産の取得による支出 △ 194,727

　有形固定資産の売却による収入 49,599

　無形固定資産の取得による支出 △ 49,058

　敷金の差入による支出 △ 36,259

　敷金の回収による収入 50,735

　長期預り金の受入による収入 1,850

　長期預り金の返還による支出 △ 3,000

　その他 △ 880

　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 177,740

財務活動によるキャッシュ・フロー 　

　短期借入れによる収入 1,900,000

　短期借入金の返済による支出 △ 2,029,169

　長期借入れによる収入 635,000

　長期借入金の返済による支出 △ 629,394

　社債の発行による収入 300,000

　社債の償還による支出 △ 500,000

　配当金の支払額 △ 485

　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 324,048

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 218,802

現金及び現金同等物の期首残高 646,477

現金及び現金同等物の四半期末残高 427,675
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　　（３）セグメント情報　

　　　　【事業の種類別セグメント情報】　       

当第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

 
自遊空間事業
（千円）

桃太郎事業
（千円）

不動産賃貸
事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上

高
4,141,6513,529,383306,8387,977,874 － 7,977,874

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 19,32019,320(19,320) －

計 4,141,6513,529,383326,1587,997,194(19,320)7,977,874

営業利益 368,29872,232 82,741523,272(449,589)73,683

（注）１．事業区分の方法

　　　　　　事業内容により区分しております。 

     ２．各事業区分の事業内容

事業区分 事業内容

　自遊空間事業 「スペースクリエイト自遊空間」を直営及びフランチャイ　ズにより展開

　桃太郎事業 　  テレビゲームショップ「桃太郎」を直営及びフランチャイズにより展開

　不動産賃貸事業  不動産賃貸及び管理

　

【所在地別セグメント情報】　

当第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

　      本邦以外の国、または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　　　　　【海外売上高】　

当第３四半期連結累計期間（自平成21年７月１日　至平成22年３月31日）

　      本邦以外の国、または地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月14日

株式会社ランシステム

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 法木　右近　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランシステ

ムの平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成

21年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年７月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ランシステム及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

追記情報　

　継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度において当期純損失を計上し、当第３四半

期連結会計期間においても本格的な業績の回復を確認できるまでには至っていないため、継続企業の前提に関する重要な

疑義が存在している。当該状況に対する経営者の対応等は当該注記に記載されている。四半期連結財務諸表は継続企業を前

提として作成されており、このような重要な疑義の影響を四半期連結財務諸表には反映していない。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年５月14日

株式会社ランシステム

取締役会　御中

アスカ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 田中　大丸　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 法木　右近　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ランシステ

ムの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの第22期事業年度の第３四半期会計期間（平成22年１月１日から平成22

年３月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年７月１日から平成22年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ランシステムの平成22年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する

第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。 
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